
3/9 ～ 15　岡垣町のうまいものフェア

天神で「うまい！」「観たい！」をPR
　町と岡垣町商工会、岡垣町観光協会が、自然豊かな岡垣町だからこそ
楽しめるアクティビティなどの観光やふるさと納税の PR、まちの魅力発
信を目的に、大丸福岡天神店で催しました。
　フェアには町内の事業者が参加し、波津産うにや海鮮ちらし、イチゴな
ど自慢の商品を多数販売。多くの人に立ち寄っていただき、海あり山あり
の岡垣町の魅力を楽しんでいただきました。

3/3　築城正さんが百寿

100歳おめでとうございます
　築城正さん（南高陽区）が満 100 歳の誕生日を迎えられま
した。おめでとうございます。
　正さんは、「長生きの秘けつは、好き嫌いなく何でも食べる
こと。お酒と一緒にブリの刺身を食べることが好きです」と
笑顔で話してくれました。以前は魚釣りや読書などの趣味を
楽しみ、日記を書くことを日課にしていたそうです。
　町からは特別敬老祝金とお祝状、岡垣町社会福祉協議会
からは花束が贈られました。

3/16　千草会からお花の贈呈

お心遣いに感謝します
　町のボランティア団体千草会から、職員や岡垣町役場を利用す

る皆さんに元気になってもらいたいとお
花をいただきました。ありがとうござい
ます。
　なお、お花は来庁された皆さんにもご
覧いただけるように、役場本館１階の総
合案内に飾らせていただきました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、三木克彦さん（旭中区）
から、サーマルカメラ1台を寄付していただきました。温かいご支援と
ご協力をいただきありがとうございます。
　なお、いただいたサーマルカメラは感染症対策などのため役場本館 1
階の正面玄関で活用させていただきます。

3/18　三木克彦さんが町にサーマルカメラを寄付

温かいご支援をいただき、
感謝申し上げます
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※集合写真の撮影時などは、一時的にマスクを外しています。

　町内の学校に通う中学生312人が、それぞれの夢に向かって新た
な一歩を踏み出しました。コロナ禍で修学旅行先の変更や行事の中
止など、制限の多かった１年を乗り越え、立派に成長した子どもた
ち。その凛とした姿に、保護者の目に涙が浮かぶ場面もありました。
　式典後は先生や友人との別れを惜しみ、感謝の言葉を伝える卒業
生の姿が見られました。卒業生の皆さん、おめでとうございます。

新たな一歩を踏み出す日
3/10　町立中学校卒業式
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大人になるのがもっと楽しみに！
　岡垣中学校の1年生を対象にキャリア教育研究会による「夢授業」が行
われました。一般社会で楽しく、熱心に働くさまざまな職業の大人たち
が学校に集まり、「仕事のやりがい」や「働くよろこび」について対話するプ
ログラムです。
　授業を受けた生徒は、「夢＝職業ではなく、夢＝自分の生き方という大
切なことを学べました」と話してくれました。今回の授業は、将来の夢や
人生における未来の設計図を描くための大きな一歩となりました。

3/21　岡垣中学校で「夢授業」が行われました

3/20　中部保育所卒園式

素敵な１年生になってね
　保護者と先生が見守る中、7人の園児が中部保育所を卒園し
ました。子どもたちは仲の良いお友達や思い出いっぱいの保育
所との別れを惜しみつつ、保護者や先生に向けて感謝の気持ち
や一生懸命に練習した歌を披露していました。
　入園したころに比べると、ずいぶんと立派に成長した子どもた
ち。春からの小学校生活への期待を胸に、元気に巣立っていき
ました。

元気に楽しく過ごしてね！
　新入園児 17人を含む、49 人の子どもたちが、入所・進級式
を迎えました。新しく入所した子どもたちは初めての環境に少
し緊張していましたが、新しいお友達や先生、保育所のおもちゃ
などに興味津々な様子でした。
　入所・進級された皆さん、新しいお友達をたくさん作って、
中部保育所での生活を元気に楽しんでください。

4/2　中部保育所入所・進級式

　福岡県サイクリング協会と岡垣町観光協会が主催するこのイベン
トでは、町内の観光名所を自転車で巡り、立ち寄った場所でクイズに
答え、得られたポイントの合計数に応じて特産品が贈られました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で３年
ぶりの開催となった今回は、111人が参加。
参加した人たちからは、「久しぶりに家族と
このようなイベントに参加できて嬉しかっ
た」「意外な場所が高得点でびっくりした」
などといった声が聞かれました。

町内を巡って特産品をゲット！
3/20　トレジャーハントツーリング in 岡垣
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※集合写真の撮影時などは、一時的にマスクを外しています。

鍛錬の成果を日本大会で披露
　体づくりなどの文化を通して、健康や目標を持つことの素晴らしさを伝える
ため、健康的たくましさやスタイル、格好良さを追求し、夏が一番似合う人を
決める「SUMMER STYLE AWARD 2021」が催され、木田裕大（東松原区）さ
んが日本大会のサーフモデル部門で３位となりました。おめでとうございます。
　現在、木田さんは beyond-tenjin.comでパーソナルトレーナーとして
活動しており、今後も大会などに挑戦する構え。今回は惜しくも日本大会
での３連覇を逃しましたが、「これまでに培った経験を生かし、岡垣町の皆
さんのためにトレーニングや体づくりの大切さを教える活動をしていきた
い」と笑顔で話してくれました。木田さんの今後の活躍を期待しています。

12/12　「SUMMER�STYLE�AWARD�2021」

▲将来的には岡垣町でジムを開き、町民の皆さ
んの体づくりの一助になることを目指している

　吉田咲枝さん（三吉区）が満100歳の誕生日を迎えられました。
おめでとうございます。
　長生きの秘けつは、「天真爛漫にいつも明るく前向きにいるこ
と」と話してくれました。自分たちが見習いたいほどの努力家と家
族から尊敬される咲枝さん。昔は料理が得意で、波津で獲れた魚
を料理して食べることが好きだったそうです。
　町からは特別敬老祝金とお祝状、岡垣町社会福祉協議会からは
花束が贈られました。

100歳おめでとうございます
3/25　吉田咲枝さんが百寿

　300本以上のソメイヨシノが咲き誇る町のお花見スポットの成
田山不動寺。ちょうちんを灯した湯川山さくら道や成田山不動寺駐
車場の桜のライトアップなど、多くの観光客が風情ある夜桜を楽し
みました。
　夜桜を楽しんだ人は「淡い光に照らされて舞う、桜の花びらはと
ても幻想的でした」と話してくれました。

夜空に舞い散る、桜の花びら
湯川山さくら道ちょうちん点灯

　ウクライナの避難民を支援しようと、岡垣町寿会連合会から義
援金を寄附していただきました。
　同会会長陰山さんは「ウクライナの皆さんのために、少しでも力
になれたらうれしいです」と話してくれました。
　この義援金は、日本赤十字社を通じてウクライナへの救援活動
の支援に役立てられます。

今、私たちにできることを―。
3/22　岡垣町寿会連合会が義援金を寄附
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

向陽塾向陽塾 岡垣町東松原 2-2-18　  TEL 093-283-3880 
（月曜日～土曜日　９：００～２２：００）

１対１での解説と解答

個別指導個別指導
個々の学力レベルや志望校に合わせて教材を作成し、理解度を確
認しながら、無理なく進めます。

「長時間 + 多量の問題 + 宿題」に頼らなくても、得点力の高い学力
が得られることを実感してください。

よ～く考える習慣を！　志望大学の難易度はいくら高くても構いません！
小学５・６年生～トップレベルの大学受験生

詳しい内容はホームページでご覧ください。https://www.koyojuku.com

〔2022 年度　大学受験結果〕
国立大　▶　東北大　九州大　九州工業大
私立大　▶　東京理科大　同志社大　福岡大　中村学園大

中学生は「自分に合った高校へ」、高校生は「可能な限り希望の進路へ」
新年度生受付中新年度生受付中

3/17　町立小学校卒業式

新たなステージに向かう卒業生
　今年の町内の小学校卒業生は 325人。桜のつぼみが膨らみ始めた
春の日に卒業証書を受け取り、中学校という新たなステージに進む卒
業生の立派な姿に保護者は涙を浮かべました。
　式典後は教室で最後の学級活動が行われ、
恩師の言葉を胸に刻もうと真剣な表情で前を
見つめる卒業生の姿が見られました。卒業生
の皆さん、おめでとうございます。

3/24　公益社団法人若松法人会　町に図書を寄贈

読書を楽しめる環境がさらに充実
　若松法人会から町に、10 万円相当の図書が寄贈されました。こ
れは、同会の社会貢献事業として 2 年に 1 度行われているもので、
当日は同会専務理事の小宮淳之介さんと理事の田代太一郎さんが役
場を訪れました。　
　寄贈された書籍は「ぐりとぐら（大型絵本）」「アンパンマンかみしば
い（紙芝居）」など。岡垣サンリーアイ図書館で閲覧、貸出ができます。

　NPO法人にこりが住友生命保険相互会社の第15回未来を強く
する子育てプロジェクトでスミセイ未来賞を受賞しました。おめで
とうございます。
　地域でより良い子育て環境づくりに取り組む団体や個人を表彰
し、その活動をサポートするもので、各地域のロールモデルとなる
活動を広く社会に紹介することで、子育て支援活動の普及を促すこ
とを目的としています。NPO法人にこりの松丸実奈理事長は、「こ
の受賞を励みに、子どもたちの笑顔のため小さな一歩を歩み続け
たいと思います」と話してくれました。

未来を強くする子育てプロジェクト
2/22　子育て支援活動表彰でスミセイ未来賞を受賞

成績や進路で悩んでいる高校生のみなさん、

待っています！

※集合写真の撮影時などは、一時的にマスクを外しています。
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